
 

多賀城市は１０月８日に，多賀城駅前公

園を中心会場として「第２５回史都多賀城

万葉まつり」を開催した。祭りでは万葉衣

裳に身を包んだ人々が，行列を組んで歴史

絵巻を表現する等多彩な催しが行われた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本最古の和歌集「万葉集」編纂の中心

的役割を果たしたとされる大伴家持
やかもち

は，晩

年，陸奥按察使
あ ぜ ち

兼鎮守将軍となって多賀城

に来在し，この地で没したといわれる。 

この催しは家持が生きた時代のロマン

を再現し，多賀城の歴史と未来を広く市民

に語りかけるとともに，市の魅力を発信す

ることを目的としている。運営は市民によ

る実行委員会で行われ，アイディアを生か

した手づくりのお祭りとして定着してい

る。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当日は短冊切りの市内産野菜と団子に

した古代米を煮込んだ市の新たな料理で

ある「やかもち鍋」や市内産梨の販売など

も出店した。 
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